
ABプレハブ無駐在局舎�
A- and B-type prefabricated unattended exchange buildings

第三次五カ年計画で、10,000端子に満たない小電話局の建設が増加した。�

当初は、屋根・壁にＡＬＣ版が使われたが、これを金属パネルに転換するなどの改良が加えられた。�

在来現場打ちコンクリート工法に比べて、約２カ月現場工期の短縮が可能となり、�

本格的なプレハブ電話局として全国の低トラヒック地域に多数建設された。�

コンクリート系中規模プレハブ局舎(ＤＥＳＣ－Ｃ)
Concrete-based middle-size prefabricated exchange buildings (DESC-C)

鉄骨形プレハブ局舎の試行を経て、一層の経済化のために、現場打ちコンクリートを取り込んだ本方式となった。�

この局舎は、1,000m2～5,000m2、地上４階程度を対象とするコンクリート系のプレハブ工法であり、�

部品と接合部を標準化することにより、多様な組み合わせができるオープンシステムで、様々な平面形に適用できた。�

⑩金属屋根�

⑨金属壁�
⑪成形シール�

⑤基礎地中梁�
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⑦鉄骨�

⑧床下地�
⑫内部仕上：タイル貼�

⑥床版�
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16 完成受渡し�

1 着工→施行準備�
2 工事着工→ベンチマークの設定�

5 基礎、地中梁�

6 床版�

7 鉄骨�

8 床下地�

9 金属壁�

10 金属屋根�

12 内部仕上げ�

14 建築設備�

15 外構工事�

11 �
成形�
シール�

13 �
外部�
仕上げ�

3 なわばり、やりかた�
　→捨てコンクリート打ち�

①基礎・１階床コンクリート現場打ち�
②PC柱・PC耐震壁建込み�
③鉄筋継手スリーブジョイント（充填式）�
　PC部材下部モルタル注入�

④大梁型枠、床型枠用サポートセット�

⑤大梁床型枠セット�

⑥大梁鉄筋組立（地組）、吊込み（先組工法）�

⑦大梁主筋接合（グリップジョイント）�
⑧大梁側型枠取付け�
⑨既製鉄筋トラス吊込み�

⑩床型枠（ABS樹脂製）セット、床配筋�
⑪大梁・床コンクリート打ち�
⑫②へ戻る�

接合用鉄筋�

PC板耐震壁�

PC板耐震壁�
�

PC柱�

接合用鉄筋�

基礎廻り現場打ち�

既製鉄筋トラス吊込み�
大梁主筋接合�大梁側型枠�

大梁鉄筋吊込み�
（先組工法）�

型枠支持用�
ブラケット�

大梁底型枠�

接合用鉄筋�
�

床型枠（ABS樹脂製）�
大梁・床�
現場打ち�

（図はPCサポート・型枠サポート・床配筋など省略）�
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準備／22日�

杭／19日�

地中梁／78日�

土間コン／11日�

1階／21日�

2階／21日�

3階／18日�

ペントハウス／15日�

仕上／30日�

（上表は新群馬町電話局の工程で、在来の工法にに比較して�
　78％に短縮された）�

日� 月�

�

100 10000

（４は既製コンクリート打ち杭工事で、杭を
除いた標準施工日程が110日であることを示す

組立順序概念図�
Order of assembly shown in conceptual diagram�

�

組立順序概念図�

工程表�矩計図� 工程表�

�

建 物 名  ： 新群馬町電話局�

所 在 地  ： 群馬町棟高字東新堀787�

竣　　工 ： 1979年�

敷地面積 ： 2574.90ｍ2�

建築面積 ： 478.04ｍ2�

延床面積 ： 478.04ｍ2

�

建 物 名  ： ABプレハブ無駐在局舎�

建築面積 ： 230.59ｍ2�

延床面積 ： 229.67ｍ2

Order of assembly shown in conceptual diagram


